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厚生労働科学研究費補助金（障害者政策総合研究事業） 
精神保健・福祉に関するエビデンスのプラットフォーム構築及び 
精神科長期入院患者の退院促進後の予後に関する検討のための研究 

分担研究報告書 

 

精神保健医療福祉に関するエビデンスの提供と普及を目指した 

WEB ページの構築と運用 

 

研究分担者：山口創生 （国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所） 

研究協力者：五十嵐百花、川口敬之（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所）、

板垣貴志、佐々木奈都記（株式会社アクセライト） 

要旨 

本研究の目的は、国内の実践家が効果的な実践を行うための支援ツールとして、国内

外の Evidence based practice（EBP）に関する情報を容易に入手することが可能な日

本語プラットフォームの構築を行うことである。今年度は、Web サイトの構造および持

続可能性を踏まえた運用方法の検討を行った。具体的には、閲覧者の属性や閲覧目的に

応じて、コンテンツへの入り口を 2 つ配し、閲覧者が求める情報にたどり着きやすいシ

ンプルな構造を設計した。この成果物として、Web サイト「こころとくらし」

（https://cocokura.ncnp.go.jp/）を開発し、令和 3 年 7 月に公開した。 

サイトの持続可能性を踏まえた運用にあたり，コンテンツの追加作業が必要とされた

が、作業の頻度を半年に 1 回としたことで、無理なく実施可能であった。また、無料の

アクセス解析ツールを用いた運用は、サイトの利便性の向上だけでなく、コスト面にお

いても有効であった。さらに、サイト制作を担当する研究協力者との連携体制は、多数

のコンテンツを有するサイト運用や、サイトの利活用に関する新たな戦略の推進のため

に必要不可欠であった。加えて、サイトの安全な運用のために，先行する情報プラット

フォームを参考に、リンク・著作物使用手続きに関するページを作成した。 

本研究により見出された工夫点は、他分野における情報プラットフォーム構築を目指

す今後の研究に貢献する基礎情報となり得る。今後も閲覧状況に応じたコンテンツの追

加を行うなどして、広く利用されるように、サイトのアップデートおよび運用を行って

いく。 

A. 研究の背景と目的 

本研究の目的は国内の実践家が効果的な

実践を選択するためのツールとして、また

当事者や家族が自身に関連する支援技法を

主体的に検討する助けとして、国内外の

Evidence based practice（EBP）に関する

情報が容易に入手可能な日本語プラットフ

ォームの構築を行うことである。令和元年

度は Web サイトの基礎設計や主軸となる

コンテンツを検討し方針を固めた。この方

針に沿って、令和 2 年度では支援技法の紹

介ページおよびエビデンス等の説明ページ

の作成を行った。本稿では、令和 3 年 7 月

に Web サイト「こころとくらし-精神障害

当事者の地域生活にかかわる研究結果紹介

サイト-Evidence based Information site 

on community lives for people with 

mental illness（略称：ここくら）」

（https://cocokura.ncnp.go.jp/）を公開す

るにあたり、サイト構造および持続可能性

を踏まえた運用方法の検討を行ったため報

告する。 
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なお、本分担研究班は藤井分担研究班と

合同で作業を進めた。サイトコンテンツの

作成と掲載、およびサイト閲覧者の反響に

ついては、同分担研究班の報告書も合わせ

て参照されたい。 

 

B. 方法 

1. サイト構造の検討 

令和元年度に実施したグループインタビ

ューの結果を踏まえて、サイト構造を検討

した。インタビューテーマは「支援技法の

エビデンスに関する Web サイトがあると

したら、どのような形式での情報提示が望

ましいか」であり、精神障害の当事者、家

族、精神保健医療福祉に関わる実践家、行

政職員、研究者の計 35 名が参加した。こ

の結果、すべての属性から段階的な情報の

提示が有用であるとの意見が寄せられたた

め、閲覧者の属性や目的に応じた「段階的

な情報の提示」を、サイト構造の方針とし

た。なお、インタビュー結果を踏まえたサ

イトのコンテンツ作成方法に関する検討内

容は昨年度報告した。 

サイト構造の検討および設計は、精神保

健領域の研究者 4 名で実施した。経験年数

の内訳は 1 年 1 名、9 年 1 名、15 年以上 2

名であった。 

 

2. 運用方法の検討 

持続可能性を踏まえたサイトの運用方法

として、①コンテンツの追加作業の検討、

②サイト制作を担当する研究協力者との連

携、③リンク・著作物使用手続きに関する

ページの追加の 3 点が必要であると申し合

わされた。 

①コンテンツの追加作業の検討 

サイトのコンテンツについては、昨年度

のうちに、Cochrane review の PLS 和訳

作業および支援技法説明ページ作成に関す

る検討がなされ、具体的方法について報告

した。令和 3 年度は、サイト公開後に永続

的に行うコンテンツ追加作業の実施方法に

ついて検討を行った。 

②研究協力者との連携 

サイトの利便性の向上や信頼性の高い情

報発信のために、サイトの閲覧状況の把握

と分析を行うことが必要とされた。これに

ついて、サイト制作を担当する研究協力者

に対し、協力・連携を依頼した。 

③リンク・著作物使用手続きに関するペー

ジの追加 

閲覧者の利用目的が多様であることが想

定されたため、サイトの安全な運用のため

に、リンクや著作物使用に関するルールを

提示する必要があった。これに対し、先行

する情報プラットフォーム「eJIM」の運

営者である大野智教授（島根大学）に協力

を依頼した。 

 

C. 結果／進捗 

1. サイト構造の検討 

サイト構造の方針を踏まえて、サイト構

造を設計した（資料 1）。サイトのトップ

ページには実践家向けの入り口と、当事

者・家族向けの入り口を配し、閲覧者が求

める情報にたどり着きやすいシンプルな構

造を軸として設計した（資料 2）。具体的

に、「支援技法から探す」は調べたい支援

技法の名前がすでに分かっている閲覧者向

けの入り口であり、主に専門家の利用が想

定されている。クリックすると、支援技法

の名称が記されたボタンがあいうえお順に

並んでおり、目的の支援技法のページに移

動することができる（資料 3）。「疑問や関

心事から探す」は、主に当事者や家族向け

の入り口であり、提示されている疑問や関

心事のボタン一覧から、関連する支援技法

のページに移動できる（資料 4）。 

その他に、「エビデンスに関する Q&A」

「お知らせ」「この Web サイトについて」

「用語集」「アンケート」「お問い合わせ」

といったページを構成することとした（資
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料 1、資料 2）。また、情報プラットフォー

ムとしての機能を拡張し、他の関連サイト

へのアクセスの利便性を高めるために、リ

ンクのためのバナーをトップページ下部に

配置した（資料 1）。 

 

2. 運用方法の検討 

①コンテンツの追加作業 

持続可能なコンテンツの追加作業のため

に、半年に 1 回程度コクランライブラリー

の再検索を行い、収集された新たなコクラ

ンレビューに基づいて追加の掲載を行うこ

ととした。 

選定したコクランレビューをそれぞれ 1

人が担当し、支援技法そのもののわかりや

すい説明文、コクランレビューの内容の解

説、支援技法のイラスト案を含むページ原

稿を作成した。これを週 1回程度の会議に

かけ、3～4人で意見を出し合い修正を行

った。イラストは著作権の観点から、オリ

ジナルのイラストを作成した。イラスト案

はイラスト作成担当者に伝えられ、下描き

と清書の段階で 2回チェックと修正を行っ

た。令和 4年 5月現在、サイトには 34 の

支援技法、および 2 つの疑問に関するコン

テンツが掲載されている。 

将来的には、科学的根拠が示された支援

技法だけでなく、より実践家になじみのあ

る支援技法の掲載を行うことも申し合わさ

れた。 

②研究協力者との連携 

サイトが広く利活用されるように、分担

研究班でサイトの閲覧状況の把握と分析お

よび解釈を行う必要があった。これに対

し、サイト制作を担当する研究協力者より

紹介された無料のアクセス解析ツール

「Google Analytics」を用いることとし

た。これによって、分担研究班のメンバー

が定期的に閲覧状況を確認でき、日毎のア

クセス回数の推移や、閲覧者がサイトにど

のようにアクセスしたのかについて把握可

能になった。 

また、サイト制作担当の研究協力者によ

るアクセス解析を踏まえた専門的視点によ

る助言がなされた。閲覧時間や、閲覧があ

った都道府県、アクセスが多いページに関

する解析結果が示された。この結果より、

アクセスは主に支援技法のページに集中し

ていることから、研究者や実践家によるア

クセスが多い可能性が推測された。なお、

アクセス解析の詳細およびアンケートの回

答結果は藤井分担班報告書を参照された

い。 

③リンク・著作物使用手続きに関するペー

ジの追加 

協力を依頼した「eJIM」の運営者であ

る大野智教授の助言を踏まえて、リンク・

著作物使用手続きに関するページを作成し

た。分担研究班内では、「eJIM」で提示し

ているページを参考に、「リンクについ

て」「著作物使用（引用・印刷・複製・転

載）について」「著作物使用申込手続きに

ついて 」「免責事項」の項目を設定し、

「お問い合わせ」ページよりリンクするよ

うにサイトのアップデートを行った。 

 

D. 考察 

精神保健福祉に関するエビデンス情報発

信を目的としたサイトの公開にあたり、閲

覧しやすいサイト構造を設計し、信頼性の

高い情報発信ための持続可能な運用方法を

検討した。また、サイトの利便性の向上や

安全面を踏まえたサイトのアップデートを

行った。 

サイト構造については、日常的に研究と

の接点や専門用語の知識がそれほど多くな

い人にいかにわかりやすく情報を伝えるか

かということに工夫が必要であった。サイ

トにおけるアンケートページに基づく結果

より、「探しやすい」と概ね好意的な評価

を得た（藤井分担班報告書参照）。インタ
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ビュー調査を踏まえた方針に基づき、閲覧

者の属性や閲覧目的に応じた入り口を配し

たサイト構造の設計を行ったことが奏功し

たと考える。 

サイトが広く利活用されるためには、永

続的なコンテンツの追加作業に対応するこ

とが必要である。研究業務に従事する研究

員にとって無理がなく、持続可能な運用方

法が求められたが、コンテンツの追加作業

の頻度を半年に 1 回としたことで、実施可

能であった。また、無料のアクセス解析ツ

ールに基づく運用は、コスト面において有

効であった。さらに、研究員はサイト運用

の専門家でないため、30 を超えるコンテ

ンツを有するサイト運用や、サイトの利活

用に関する新たな戦略の推進のために、サ

イト制作担当の研究協力者との連携体制は

不可欠であった。リンク・著作物使用手続

きに関するページ作成を含め、本研究によ

り見出された工夫点は、他分野における情

報プラットフォーム構築を目指す今後の研

究に貢献する基礎情報となり得る。 

分担研究班では、今後も閲覧状況に応じ

たコンテンツの追加を行うなどして、広く

利用されるように、サイトのアップデート

および運用を行っていく。 

 

E. 健康危険情報 

なし 

 

F. 研究発表 

1. 論文発表 

・佐藤さやか・五十嵐百花・川口敬之・藤本

悠・田村早織・小川亮・佐々木奈都記・板

垣貴志・山口創生・藤井千代：精神障害当

事者の地域生活にかかわるエビデンス紹

介サイトの開発とその意義. 臨床精神医

学（印刷中）. 

2. 学会発表 

・佐藤さやか：精神障害当事者の地域生活

にかかわるエビデンス紹介サイトの開発

とその意義．第 46 回 NCNP 精神保健研

究所ランチョンセミナー，NCNP 精神

保健研究所，2022.1.17. 

 

G. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

なし
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資料1 サイト構造 
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資料2 トップページの構成 

  

・このWebサイトについて
・⽤語集
・アンケート
・問い合わせ

・⽀援技法から探す
・疑問や関⼼事から探す
・エビデンスに関するQ&A

お知らせ

関連サイトにアクセスする
ためのバナー
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資料3 「⽀援技法から探す」ページ  
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資料4 「疑問や関⼼事から探す」ページおよび関⼼事ページ例 

  

提⽰されている疑問や
関⼼事のボタン⼀覧か
ら、関連する⽀援技法
のページに遷移
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資料5 リンク・著作物使⽤手続きに関するページ 

リンクについて

著作物使⽤（引⽤・印刷・
複製・転載）について

著作物使⽤申込
手続きについて

免責事項


